
道央 3年 「大きなメロンだ」
大きくおいしそうなメロンを収穫する喜びがよく

表現されています。人とメロンの構成が美しい。

クレ∃ンと絵の具で水のはじきの技法も効果的で

チ。

道 東 北  中 1「 ネ コ が 見 え る モ ノ 」
直線とむらなく塗られた面の重なりで,遠近感と
静かな夜の感じが出ています。

単なる自画像ではなく′楽しい充実した中学校生
活の思い出アルバムに手がきで配した構成がすば
らしい。

お遊戯会で楽しく演技している様子を′のびのびと表しています。顔
の●や乗り物の色をよく考えて使い分けているとでもよい絵です。

暦場で元気に遊ぶニワトリさんがグイグイと大きな筆遣いで描かれて
います。

大きなおつぱいの牛がのんびりと草を食べています。ちょうちょや蜜
蜂もやつてきました。明るくのどかな感じがよく出ています。

道央 中3「自画像」

道央5歳  「ニワトリ」
札幌 4歳 「お遊戯会」

道南 1年  「牛」
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～平成
15年度連盟活動の方針～

て連盟の仕事をさせていた

の方々のお力と会員の皆様

取り組んでまいります。

に当たり,連盟の基盤強化

を深めることが ,大きな課

であり,実践とその交流が

先輩は,いち早く造形教育

内容の充実を目指して連盟

形教育のあるべき姿や育成

研究を労を惜しまず取り組

が,今 ,連盟の研究の支え
への熱意をどう引き継ぎ ,

考えてみたいと思います。

ら提案がありました「基

は ,その様な思いへの一つ

視野に,各地区の協力をつ

見えてくる実態や課題をも

ようという願いがあります。

育美術展の開催も,研究・

,研究部を中心とした審査

,全道の会員の方々の目を

進めています。マニュアル

晶も見られることから,連盟

にも,各地区サークルからは ,

:加 し指導や作品の在り方に

す。また,作品版権の明記

や利用の拡大も考え,日常実

を考えております。

そして ,何と言つても「全道造形教育研究大会」の開

催が,研究とその交流の場として最大のものとなります。

滝川市で開催されます空知大会が,盛大にしかも盛会に

開催できるか否かは,私たち会員の参加体制にかかつて

いるといつてもいいかと思います。大会成功のために ,

全道の結集を期待して止みません。

空知大会では,新学習指導要領完全実施から1年が過ぎ

て,図工 美術科はどのように展開してきたのか,そして ,

今後の課題は何なの/DNに ついての検討もなさねるかと思

います。大会事務局では,学級全員の作品を持参してい

ただきたいとの呼び掛けをしていますので,作品を通し

て本音で語り合う研究会にするためにも,互いに声を掛

け合つて参加したいものと思います。

全道造形教育研究大会の開催地につきましては,各地

区が積極的に話し合いを持たれ,開催に前向きに取り組

んでいただいております。平成 12年度の函館大会から ,

5ブロック持ち回り制にして3年が経過しましたが,来年

の旭川大会の次は,函館市が体制作りに取り組んでいた

だき,平成 17年度道南ブロック開催が地区委員総会にお

いて函館市に決定いたしました。この函館市から2順日に

入り,平成 18年度は ,本し幌大会となり,その後の平成

19年度道東ブロック,平成20年度の道央ブロック,平

成21年度道北ブロックもそれぞれに検討されております。

この,各地区の熱意を大切に,連盟の活動を充実させ

て行きたいと思います。

各地区の実践の交流のためにも,連盟ホームページの

充実が課題となつております。本年度の重点の一つとし

て取り組んでまいりますので,こ意見をお寄せください。

研究と実践を柱に53年の歴史を亥」んでまいりました連

盟は,これからも,造形教育の発展を願い,創造性と表
現力に満ちた人間育成に向けて取り組んでまいります。
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造 教育の未来を意向して

「心豊かに未来に生きる造形教育」

1.研究主題
「
b豊かに未来に生きる造形教育」

多多夕を

`   : 
ミ     ヽ

先日、アメリカによるイラン攻撃という悲しい出

来事がありました。さらに、現代は一つ選択を間違

えれば「全ての生物の滅亡を招くような危機的状況

にある」といつても過言ではありません。この滅亡

とは、核爆発や環境汚染、エイズ等による生命の死

だけではありません。連日新聞等で報道されている

社会事件に見られるような、自己を失い、他人に帰

依したり、野蛮性に堕ちたりするような心の死の間

題もはらんでいます。そこには、「愛されていると

いう意識、生まれてきてよかつたという実感」の欠

如が関係しているように思われます。まさに、「自

分がかけがえのない一人の人間として大切にされ、

頼りにされていることを実感でき、存在感と自己実

現の喜び」が必要な時代なのです。

図工・美術教育とは、「手を動かす」という最も

自然な方法で、自分自身を信じること・自然の自分

を表すことを体験させうる教科です。造形を通して、

子供一人一人の価値を教師や友達から認められ、自

分自身と向き合うことで「より人間的な在り方や表現

を求める教科としヽえると思しヽます。まさに、かつてH

リー ドが述べたように、人間的な調和と発展をめざ

す教科であり、現代において、必要不可欠な教科で

あることは言うまでもないことです。

また、長く続く抜け道のない経済不況と世紀末か

ら続く社会の閉塞感を打破し、新たな希望とへと導

くには、物づくりへの自信回復と創造性を駆使した

独自の高品質なブラン ドが日本製品に満ちる必要が

あります。そのために|よ、美しい日本の自然が育ん

だ造形性におけるアイデンティティが必要になつて

くると考えます。教育現場で |よ、材料体験をはじめ

とした徹底的な体験重視の教育が重要とならなくて

はなりません

1[優漏壼髯警尿ξ震
‐'奮「
[1正夢1で「

|||  1 炉は総ヾヽ
図工・美術教育は、「 | ヽヽ  |
の触れ合い」という試行

ことから、自分の未来を切

てていく教科ということカ

北海道造形教育連盟は、

豊かに未来に生きる造

てきました。全国大会 (本 |  |"蒻   多多  ミミ
会で考察してきた、「人 | ′′多:

一ヽ一一ヽヽヽヽ一^一一一一一



究副主題として設定した「造形的表現活動の喜び」

と「自己創造感 (新 しい自分を倉」り出せた)」 を生

むものと考えます。今年度は、この 2つの窓□から、

研究主題である D3豊かに未来に生きる造形教育」

に迫つてしヽきたしヽと考えています。

「やわらかまじめ」な図工・美術教師こそが造形

教育の未来を創つていくのではないでしょうか |

感のある授業

び めらしく じつくり

多様な子供の思い

や表現に寄 り添い、

自分らしい表し方を

保障しながらも、ど

の子供 も学びの実感

があるような題材の

価値を明確に設定し

ます。

教師が題材の価値

を強 く意識すること

で、子供が 「造形的

な知識や技能」 「造

形感覚」 「個性的な

見方や考え方・感じ

方Jと いつた資質や

能力を高めていく授

業を目指 します。
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・価値生成に

喜びを感じク

る力

生活を豊かt
にする力

価値を共有

する力

造形感覚の高まり

子供の思い

らかましめ
表現

な子供・教師

主題の検討 (平成 17年提案予定)を していきます。

、審査方法の再検討をしてしヽきます。

(授業研への案内、授業協力等)を考えています。

を矢□る基礎研究の取組を開始します。

主催による講演会を企画しています。講師は北海道教育大学教授である村瀬干樫先

自分づくり

現活動の喜 を実感する

1   
個性の伸長
   〕 卜

形的な知識 技能の獲
可



「第53回全道童形教育大会 空知大会¬
こ 挨 拶
新世紀に入り本格的な教育改革が進められる中、今年は空知の地で第53回全道
たします。 辮 ヽ

私達 |よ、自然の恵み豊かな空矢□野の子ども達と共に「人やものとふれあい、自分

主体的な造形活動を通じて、つくる喜びを味わうことのできる造形教育」をめざして麟
空知の開催は、]5年ぶり、4回目となります。空知の美術教育に携わる私達は、
その実践・結果の重みをしっかりと受け止めて、「つくる喜びを実感できる造形教孝

進めてましりました。

本大会では、全道からこ参集される皆様と共に、子ども達の素朴で豊かな感性か

ながら、人間として生きる力を育む造形教育のあり方を討議する中で模索できたら

7月末の滝り||は、さわやかな青空にグライダーが舞い、石狩川と空矢口川の流れと

広がつています。この風景を見渡せる東小学校を会場にして研究討議をし合い、美

ジンギスカンでビールを飲みながら、全道各地の実践や新しい21世紀の造形教育
たいと思います。

全道からたくさんの皆様のこ参加をお待ちしています。

全道造形教育研究大会空知大会

空知大会研究テーマ 「つくる喜びを実感できる造形教育」
本来、造形活動は理屈抜きに楽しい事であるはずです。自分たちの生活の中から

なりの表現方法を選択し、納得がいくまで制作活動に取り組み、達成感を味わう、

中にこそ図工・美術として学んでゆく大きな価値があるはずだし、そうした造形活

性」こそ重要であると考えます。人と人とのコミュニケーシ∃ンを図る場合、その

い。しかし人と人とが直接「接する」機会が失われると、対象の存在意識 |よ大きく

す。ものや人と直接接するということは自然なことであるけれど、今の子どもから

を認識しなければならないでしょう。

今の子どもにとつて必要なことは、五感を通して見たり聞いたり判断dしたりす

以上の現状分析に基づき、現在の「図工・美術」に求められている題材 (教材)の
マを以下の3つのキーワードにまとめてみました。

第40回 全空LEl子どもの作品を語る会
「子ども作品を語る会」は車座になって子どもの作品を囲み、互いの悩みを語り

明日の実績に生かす座談会です。ベテランも新卒も気軽な話し合いの中で指導法や

性、さらには子どもの生活像まで語り合うという「自主的な研究実践の積み重ね」

きました。ピックアップされた数点の作品ではなく、指導したクラス全員の作品を

らの作品を見たり、お互いの意見交流の中から何かをつかみ取り、現場での実践に

れまで続けてきた「作品を語る会」なのです。

大会日程

ふれあう
素材や人とのふれあいを通じて
つくるよろこびを感じる。

3つのキーワード
さくる
素材や表現法法探ることを通じ
てつくるよろこびを感じる。

つくι:だす
造形活動を通じて作品や人間関
係をつくるよろこびを感じる。



載 |: 1育:|:  1 1、つい、て
北海道造形教育連盟研究部

研究音Б長 り|! 島 正 夫
で記念すべき30回を迎えます。過去29回の中には 【学級全員が一つの正解のよう

した指導過多の美】 【力の育成を目指すあまりに、大人の感性を押し付け、子供の

られる作品が見られたことも事実です。私たちは、前回までの美術展において「望

べき造形教育の姿とは?」 を作品の審査を通して全道 (HPを含めると全国)に発

迎えるにあたって、私たち研究部は一昨年度から審査基準のあり方について見直

までの研究部としての反省をもとに、只今新しい審査の基準や審査方法について

備をしています。

ら

るものに近づけるための努力の必要性

場において、研究部で提案した審査基準と各審査員考える「望ましい絵」との揺れ

う会>における「なぜこの作品が奨励賞候補としてあがってこないのか」という疑間

会>が形骸化しているので|まないか 。・・等の振り返りの視点が見えてきました。

る造形教育者の共通理解を図るために

りうる審査基準の作成

品分析、顧間の先生方への「よい絵」についてのアンケート等を検討しなが

備を進めてしヽます。

行為から描きたいものをふくらませていく題材等)の違いを実際の審査でどう考慮

、 11月 頃に十分に時間をとって審査基準をもとに望ましい絵のあり方について共

指導のあり方についての研修会を開催する。 (できるだけ、全道の先生方にも呼び

ます。)

等を通して、「審査後記」等を発信していく

見えてきた課題に向けて動き出しをしています。

イ市展ですので、 【普段の教育活動の中で生まれた作品である】 【子供の発達段階を

彩

'う

点が前提となります。その上で、本美術展で奨励作品や入選作品を選んでいくと

活動の中で生まれる「望ましい絵」の規準をつくることになります。ですから、子

憾なく発揮できるような造形表現活動を生むことにつながつていくような美術展の

ミいきたいと考えています。



掲載作品は第29回奨励賞作品です。

応必隆藝頭貢11個屍文藝轡貨昇繊藝f舌誉童賛塁嘉ζ響ぃ言層峯馨3を
・保育園・幼稚園・小学校・中学校に在籍する児童・生徒。

絵画,版画,デザイン等の作品とし,学校 (園 )を窓
□として応募する。
・大きさは4つ切り。4つ切り以下の作品は,4つ切り大の台紙に貼
8つ切り大の台紙も可 )
・1人 1点の出品とする。 (前年度の作品はこ遠慮下さしヽ)
・作品の裏に応募票を貼る。 (応募票をコピーして使用)
・応募総数を学年別出品一覧表にまとめ添付する。
・作品は学年ことに重ね,一つにまとめて,おもてに「教育美術展作 ミミ

・平成15年 12月 15日 (月 )まで
期日厳守のこと

道南 中3「不思議な図形と立体のある構図」
誠実な気持ちが画面から伝わつてくる作品です。
アンモナイ トのような無彩色の背景と色彩鮮や
かな多様な立体の対比がとでも見事です。

全作品を地区別 (札幌,道央,1道南 ‐ヽ道東Jヒ>1こ し,校
種別,学年別に分けて審査する。|
・奨励賞100点 ,入選700点を選ぶ′:|     lヽtl  l、●

`多

″″″
審査には北海道造形教育連盟委員の先生方があたる

=■
|■‐ミミ彰1■|

直接学校あてに|よがきで通知するので,該当児童|ごお知■1■●||||
らせ下さしヽ。 (12/27投函予定)|:ま |た1■奨励賞 賞者 ドヽ` |` ||
|よ ,1月上旬北海道新聞紙上に発表す、

=″
″″″
`|| ||ミ

|■ 1  111

・平成16年 1月 8日 (木)～ 14日 (水〉         、|、 1  1
会場 札幌駅前 さつぽろ東急百  ,10階   蒸熱ミitミミ′| ヽ
・奨励賞・ 選の作品を展示する。家機鷲     

“

″轟ぶヽ ヽヽ

〒004-0032 札幌市厚別区上野幌2条4丁目5-1        ミ憮ミ権=■■″薇なヽ ぶヽヽ ヽヽ な
札幌市立上獅幌東小単校 北海道教育美術展係宛‐■     ミミミミ%多〃%%ぶ /ヽミヽ1'

ゆつたりと漁船が休んでいる漁港の風景をしつ
かり観察しています。船や水の様子が生き生き■互員磨ヨLJ■ ・奨励賞受賞者は,平成16年 1月

‐                 会場 札幌駅前 さつぽろ東急百  ,10階   蒸熱ミitミミ
・奨励賞・ 選の作品を展示する。家機鷲     

“

″轟ぶヽ ヽヽ道南 5年 「漁港」

[1卓募[f聘:蜃尚警星昌
―

・
靡積憾ン .「 F‐ 1躙ミ、形筋ルで表彰する。 (受f

・奨励賞の作品は,造形教育連    ′ヽ ヽミ1  膨)
だければ貸出|しをする。 (黛

`1 
多′   1  1して

いただきます:)   .ミ ミミ薇燕鶴ぶヽ協
"嚇
・ ■

・奨励賞作品は返却いたしまぜ ミ   ヾ    盟1●
帰属しヽたします。)   ●=,,″,^ミミミミヽ 難薫燎
・入選作品:選外作品|よ ,1月  ヽ|:.
,I=て保管しておりますので,、
|とにおひきとり下さしヽ。  ヽ
なお,それ以降|よ返却しヽたしません。
続はいたしません。      ||
問い合せ先 札幌市立月寒小学校 池田 武彦
TEL 011-851-9343 FAX 011-851-2358
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絵画 ,デザイン等で種々の材料での表現が見られますが ,

展示 ,保管上次の規定をお守りください。
積み重ねてもつぶれなしヽ,かさばらない
接着が強固ではがれない

画鋲で展示が可能な重量

道南 5年 「漁港」
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留萌管内児童生徒版画集第1集発刊 !

留萌地方美術教育研究会 事務局長 (留萌市立緑丘小学枚)
斉 藤 友 昭

当会で、過去22年間途切れる事なく継続してきた管内児童生徒
版画集の発刊がある。今年4月 に発刊した版画集は版を重ねること

第 11集となつた。隔年で発刊しているため22年の歴史を誇つてい

る。第1号は手刷りでB4版の大きさのものであつたが,その後印
刷所に依頼し,作品のよさをしつかりと伝えるようにしている。さ

らに、第 11集では、念願のカラー作品をカラー印刷することを実

現し,年々内容を充実させている。1悩みは,予算である。販売した
金額のみの収入で事業を行つているので売れる数が少ないと赤字に

なつてしまうことである。版画集をこ希望の方は,留美研事務所ま

で連絡を」 !

50周年紀念誌「彩」が発刊される

函館市美術教育研究会 横 岸 澤  英  二

昭和24年美術教育に1青熱を持つておられた先生方が集まり、函館市美術教育研究会が発
足しました。これまで歴史とロマン溢れる街函館から、第4回 (1954年)の全道造形教
育研究大会をはじめ6回の全道大会を開催してきました。大会を迎えるまでの苦労やエピ

ソードが語られ、50年という歴史の中で受け継がれてきた美術教育への思いが伝わつてき
ます。

今年度は会員46名でスタートしました。児童生徒写生画展 (10月 ) 児童生徒美術展
(2月 ) 授業研究 (11月 )・ 実践集録 (3月 )と計画を進めているところです。
また、平成 17年度は全道造形研の開催地として、気持ちも新たに準備が始まつたところ

です。

室蘭造形教育研究会の活動

室蘭造形教育研究会 北 村 哲 朗

新しい組織を立ち上げてから早いもので3年が経ちました。11名でスタ

ートした会員も,僅かながら増え14名 となりました。少人数のため、独自
の活動はなかなかできない状況にありますが,市教研や胆振造形教育研究

会の活動への参加協力をしています。

市教研の活動では,8月 23日 に裸婦デッサン会,10月 17日 に授業研究
集会,11月初旬には,市内小中ろう学校造形展と教職員美術展が予定され
ています。中でも教職員美術展は,今年で48回目を迎える伝統あるもので

す。毎年 ,勤務の合間の貴重な時間を使つて生み出される多くの力作が寄

せられます。

胆振造形では,毎年 1月に宿泊研修会を開催しています。裸婦デッサン会 ,

作品を語る会などの研修を通して,管内の先生方との交流を深めています。

先輩の方々が築かれたこうした伝統の上に、これからも地道な研修を積

み重ねていきたいと考えています

第 1]6号をお届け致しました。お忙しい中,原稿をお寄せくださいました先生方に厚くお礼申し上げま
す。全道各地でこ活躍されております各サークルの近況を誌面で交流しあえる場として「各サークルだより」
を位置づけました。お便りもまだたくさん届けられておりますが,締め切りと誌面の都合で一部となりまし
た。次号をお楽しみにお待ち下さい。
「研究あつての造形連盟」の合い言葉のもと,今夏の滝川でまたお会いしましょう。
造形連盟広報部 (中山龍男,三井 哲,山室ゆかり,阿部時彦,東 尚典,カロ藤正幸,土丼善範)
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ワッカ原生花園は花盛り

オホーツク造形教育連盟委員長 F可  音5  E曼  ――

オホークの地もようやく夏本番を迎え ,常呂町

のワッカ原生花園のエゾスカシユリ エゾフー□―
はまなすの花々は,今が花盛りで見ころです。特
に今年は,晴天が続きエソスカシユリが見事な花
を咲かせ,訪れる人々を魅了しています。

さて,オホーツク造形教育連盟の当面の活動は ,

5日 に留辺藁町木工芸館「カムリン」にて,会員を

対象とした「木を使つたオモチャ作り」の実技研

修を行う予定です。

また.2学期には「オホーツク造形教育研究大会」
を実施する他,市町村サークル等での実技研修を

派遣する等の活動計画を立てています。


